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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横須賀高等学校長（全日制）  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月22日実施） 

総合評価（3月28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教 育 課
程 
学 習 指
導 

①教科学習と課題研
究の相乗効果による
「知の循環」を恒常的
なものにするため
に、調和のとれた学
習機会と環境を提供
する。 
 
②「主体的・対話的
で深い学び」を恒常
的なものとし、生徒の
資質・能力の伸長に
つなげるために、組
織的な授業改善に取
り組むとともに、指導
と評価の在り方につ
いての更なる研究を
する。 

① SSH 指 定 校 、
STEAM 教育研究推進
校として、探究活動や
教科横断的な視点を
取り入れた授業を継続
的に実施することで、
「知の活性化」の促進
と、論理的思考力や科
学的思考力を伸長す
る。 
 
②今年の学校テーマ
を定め、主体的・対話
的で深い学びの実現
に向けた授業改善を
行うとともに、指導と評
価の一体化の視点を
取り入れた授業につい
て引き続き研究する。 

①65 分授業の導入と定着によ
り教科学習・課題研究と特別活
動・部活動との時間的なバラン
スを調整することで、生徒の協
働的な活動と自学自習の機会
を確保する。 
①教科等横断型の学びに繋
がる教員研修を、教科を超え
て行う。 
 
②授業見学や研究授業等、教
員相互の授業研究の機会を組
織的に計画する。 
 
 

①ＳＳＨ事業・STEAM教
育に係る校内体制、実施
計画を適切に作成し、実
践できたか。また、生徒の
主体性を引き出す授業形
態を実践できたか。 
①教科等横断型の学びに
繋がる教員研修を実施で
きたか。 
 
②「生徒による授業評価」
「リフレクションシート」等に
授業改善の成果が見られ
たか。 
②授業改善をねらいとした
教科会を定期的に実施し
たか。 
②職員全員が研究授業等
を実施あるいは参観し、研
究協議に参加したか。 

①SSH 事業・STEAM 教育に係る業務の方針・
進捗をSSH推進委員会で適宜確認し組織的に
実施することが出来た。 
①Softbank と連携し、AI を用いた授業案作
成を行い、教科横断型の学びに繋げること
が出来た。 
①担当者によるSTEAM教育実践と職員全員に
よる事後研修を行い、授業力向上に繋げる
ことが出来た。 
①65 分授業の運用により、課題研究や特別
活動・部活動を充実させながら生徒の協働
的な活動の機会を確保することができた。 
②教科等横断の視点を取り入れた公開授業
を実施し、他校からの参加者を交え、全職
員で研修会を行い、教科等横断型の学びに
対する議論を深めた。 
②定期的な教科会の実施と教員相互の授業
見学により、指導と評価の一体化の視点を
取り入れた授業改善に取り組んだ。 

①STEAM 教育実践の機会をス
ポット的にするのではな
く、日常の授業内に落とし
込む必要がある。 
①教科等横断の視点を取り
入れた授業実践を根付かせ
る。 
①生徒が AI を活用する際の
指針や、成果物の評価方法
を開発する必要がある。 
 
②公開授業や教員研修によ
り論理的思考力や科学的思
考力の向上につながる題材
の発掘と研究を継続する。 
 
②授業改善に向けた教科会
や教員相互の授業見学の組
織的な定着と活性化を図
る。 

SSHおよびSTEAM教育研
究推進校に指定されて
おり、教科等横断型の
授業の実施に努めてい
る。電子黒板の導入な
ど ICT 機器も整備され
ており、大半の教員が
ICT を有効に活用した
授業を行っている。ま
た、65 分授業を導入し
たことにより、部活動
なども充実した活動が
できており、教育活動
のバランスも取れてい
る。 

①65 分授業の運用
により協働的な学
びの確保と部活動
の充実を図ること
ができ、バランス
の取れた教育活動
を行うことができ
た。 
 
②教科等横断型授
業実施に向けた研
修・議論の場が充
実してきている。
今後、より一層教
科横断型の学びを
発展させ、SSH 事業
との連携を図る必
要がある。 

①教科等横断的な視

点を取り入れた授
業の実施にあた
り、研修・議論の
場を年間を通して
設けクロスカリキ
ュラム表を開発
し、生徒が科目間
のつながりを実感
で き る よ う に 
Principiaや通常授
業の中に落とし込
んでいく。 
 
②教員相互の授業
見学や他校も含め
た公開研究授業の
見学と情報共有の
活性化を図る。 
 

２ 

（ 幼
児 ・ 児
童・） 
生 徒 指
導 ・ 支
援 

①特別活動や部活
動の活性化や充実を
図るとともに、生徒が
学校生活に主体的
に取り組むことで、校
訓「自主自律」の精
神を育むことができ
るよう支援する。 
 
②教育相談につい
て、校内の情報共有
が迅速かつ確実に
行われるような体制
を構築するとともに、
ＳＣ・ＳＳＷや外部機
関との連携を強化
し、生徒一人ひとりに
応じた支援を行う。 

①６月に実施される文
化祭及び 10 月に実施
されるスポーツフェス
ティバル等において、
生徒主体の運営を目
指し、生徒の指導力や
他者を尊重する姿勢を
育成する。 
  
①部活動の更なる活
性化を目指し、様々な
活動を通してバランス
の取れた人間性を育
む。 
 
②困難を抱える生徒に
対して、迅速かつ適切
な支援を行えるよう、校
内の教育相談体制を
強化する。 

①文化祭・スポーツフェスティ
バル等の学校行事の実施に
ついて、生徒が積極的に企
画・運営に携わる機会を設け、
リーダーシップを発揮できるよ
う支援する。 
①部活動が充実するよう、顧
問・インストラクターの配置や
活動時間の確保など環境を整
える。 
 
②各学年の生徒情報の共有
を定期的かつ確実に行い、適
切な支援につなげる。 
②今年度２年目を迎える「サポ
ートドック」をより効果的に実施
し、生徒の支援につなげられ
るよう検討する。 
 

①各行事の実行委員生徒
が、生徒主体で企画・運営
を行えたか検証するととも
に、次年度へ向けての改
善点を振り返ることができ
たか。 
 
①加入率95％以上を維持
し、安全に配慮した円滑な
部活動運営ができたか。 
 
②校内の情報共有体制は
適切に機能していたか。ま
た、ＳＣ・ＳＳＷや外部機関
との連携は適切に行われ
たか。 
②「サポートドック」の活用
により、支援を必要とする
生徒の発見につなげるこ
とができたか。 

①文化祭が６月に移動して初めての実施で
あったため、スケジュール管理等が難しか
ったが、生徒主体による企画・運営ができ
た。 
①新しくスポーツフェスティバルを 10 月に
開催し、成功させることができた。 
①部活動の加入率は９割超を維持し、活発
な活動が見られた。 
 
②教育相談コーディネーターと養護教諭、
ＳＣ・ＳＳＷとの連携を密に行えた。 
②「サポートドック」の実施と担任による
面談の時期を連動させ、より効率的で効果
的な支援を行うことができた。 

①来年度は体育祭が初めて
の６月実施となるため、そ
の準備の際に生じる課題に
対応する。 
 
①文化発表会が 10 月に初め
て実施されるため、充実し
た行事となるよう支援す
る。 
 
②若手教員に対して、教育
相談の視点による研修の機
会を設ける。 
②困難を抱える生徒に対し
て、適切な支援を行えるよ
う情報共有を確実に行う。 
②ＳＣ・ＳＳＷとの振り返
り時間を確保する。 
②新たな通信制の制度の定
着に向け、不登校生徒の支
援に係る内規やシステムの
見直しを行っていく。 

生徒の意見も十分に取
り入れて年間行事の見
直しを柔軟に行った
り、文化祭を生徒主体
で実施したりするな
ど、生徒の自主性を重
んじ、生徒の成長を支
援している。生徒の海
外研修や留学生の受け
入れなど、国際性育成
も図っている。また、
不登校・長期欠席生徒
などへの対応も、通信
制活用のために内規を
整理して運用してい
る。 
 

①６月実施の文化
祭については、生
徒主体の体制の
下、新企画を行う
など生徒の自主性
を尊重しながら行
えた。令和７年度
は体育祭の６月移
行を控えているた
め、更に生徒の成
長を促せるよう支
援を行う。 
②生徒の抱える問
題の多様性に対応
するため、教育相
談体制の充実化を
図った。 
②通信教育制度を
教務内規に追加
し、不登校・病気
療養中等の生徒の
単位認定に向けた
取組を実施した。 

①学校行事を通し
て生徒の企画力や
実行力の成長を促
すことができるよ
う柔軟に支援して
いく。 
 
 
 
 
 
 
②問題を抱える生
徒への対応を迅速
かつ細やかに行え
るよう、担任、教
育相談コーディネ
ータ、養護教諭、
ＳＣ・ＳＳＷ等と
の情報共有を一層
密に行う。 

３ 
進 路 指
導 ・ 支
援 

①生徒がライフキャリ
アの視点に基づく進
路希望を持ち、それ
を実現させる力を全
教育活動において
育成できるよう進路
指導・支援の体制を
築く。また、生徒の主
体的な取り組みを支

①全学年の生徒に対
し、高い志望を持ち、
すべての学校生活と
学習の意義を理解し、
主体的に取り組む態度
を育成する。 
 
②学習から生活指導ま
で進路指導に係るす

①上級校での学びや自己実
現への意欲から進路を選択
し、高い志望を維持する進路
指導を行えるようキャリアガイ
ダンスルームを再整備する。 
 
①教員対象の研修や研究会
を活性化する。また、保護者
や生徒への情報発信を積極

①キャリアガイダンスルー
ムの利用状況が向上した
か。 
 
 
①難関大学の志望者及び
受験者が増加したか。総
合型選抜の受験者数が増
加したか。 

①キャリアガイダンス室の資料を精選し、より高
い志望を促す環境へと改良した。併せて、利用
法や資料の活用について指導し、生徒の自律
的な利活用につなげた。 
 
①SSH の成果を生かした総合型選抜受験者が
増加した。また、学校推薦型（公募制）の出願・
合格も増加した。 
 

①生徒の自習に利するため自
習室の資料を充実させること
を目的に、キャリアガイダンス
室の整備を考えていく。 
 
①総合型選抜や学校推薦型
選抜の受験を始め、キャリア教
育の視点から高校生活の振り
返りを系統的に進める。 

生徒の進路実績向上を
目指し、教科担任によ
る補習の充実を図ると
ともに、キャリアガイ
ダンスルームも整備し
ている。また、生徒一
人ひとりの進路希望に
沿った指導が行われて
おり、総合型選抜や学

①教材や大学受験
の情報資料、自習
室の整備を進め、
生徒が主体的に自
習に取り組む力を
高めた。校内での
自学自習の時間の
確保することが課
題である。 

①学校での自学自
習を促進するため
の環境（施設、時
間）改善をさらに
進める。 
 
①補習講座等を進
路グループがレベ
ル別に企画し、組



 

援し、進学実績の向
上を図り、学力向上
進学重点校の指定を
目指す。 
 
②生徒の進路希望
実現を援助するた
め、社会の動きに即
してあらゆる面で環
境を整える。 

べての取り組みを改め
て検証、見直しを行
い、改善や拡充を行
う。 

的に行う。 
 
②課外講習の在り方を検討
し、生徒の学力に応じた適時
性の高い講習を恒常的に行う
体制を整える。 
 
②試験のスケジュールを見直
し、生徒が自身の学習や進路
に対する意識の醸成に資する
よう振り返りや面談を充実させ
る。 

 
②全学年において課外講
習が活性化したか。またそ
れに応じて生徒の学習に
向かう態度や成績に向上
が見られたか。 

②課外講習・補習の運営方法を簡略化し、教員
が取り組み、生徒の参加をし易くした。夏期以
外の恒常的な補習が行われるようになった他、
３年生の受験前補習が増加した。 

 
②課外講習・補習の実現を促
すために教員の就業環境を整
え、併せて生徒が参加しやす
くなる時間割や部活動、行事
の進め方を検討していく。 

校推薦型選抜などの一
般選抜以外の進路選択
についても積極的に進
めている。 

①生徒との面談を
充実させ、総合型
選抜等の入試にお
ける合格につなげ
た。より高いレベ
ルの大学に対応す
るための補習や指
導を増設すること
が課題である。 

織的に運営する。 

４ 
地域等と
の協働 

①探究活動を通して
得た知見を、社会に
発信したり、近隣の
小中高等学校と共に
探究活動を行う等し
て、科学の普及や地
域活性化に繋げる。 
 
②コミュニティスクー
ルを活用した地域と
の連携をより一層深
めるとともに、開かれ
た学校づくりを継続
して推進する。 

①SSH事業による探究
活動や課題研究を通し
て得た知見を地域へ
積極的に発信し、地域
社会における科学の
普及や地域の活性化
につながるネットワー
クの構築を図る。 
 
②教育活動の家庭や
地域への適切な発信
方法について検討し、
開かれた学校づくりに
取り組む。 
②生徒・保護者や近隣
住民が参加できる地域
連携を具体化し、家
庭・地域の教育力を本
校の教育活動・地域貢
献につなげる。 

①各種コンテストや学会への
挑戦を促す。また、それらによ
り得た知見を活かした生徒に
よる「地域科学教室」の実施を
支援する。 
 
②コロナ禍以前に行われてい
たオープンスクールの実施に
ついて、可否を含めた具体的
な方策を検討する。 
②防災訓練をはじめとした地
域活動への生徒の参加につ
いて、学校が果たすべき役割
を具体的に検討する。 
②ボランティアバンクの再開を
受け、家庭・地域へ拡大した
ボランティア活動を進める。 

①各種コンテストへの参加
が昨年度より増加したか。  
①アンケートにおいて生
徒の主体性・積極性に関
わる変容が見られたか。 
①生徒主体の地域への科
学教室が実施できたか。 
 
②オープンスクールの目
的・形態等を検討できた
か。 
 
②生徒の地域活動への参
加の機会を確認し、具体
的な参加につなげることが
できたか。 
 
②ボランティアバンクの活
動を拡大することができた
か。 

①SSH NEWS を定期的に作成し、HP 等で公表
することで、探究活動や課題研究を通して
得た知見を地域へ発信することが出来た。 
 
①各科学技術コンテストに 12 名が参加し
た。 
①地域への科学教室を実施することが出来
なかったが、中学校や小学校と連携して探
究活動を実施することが出来た。 
 
②地域貢献としては地域清掃の実施にとど
まり、防災訓練等への参画は見送られた。 
 
②ＰＴＡや同窓会と協働して花壇整備、ベ
ンチづくり等のボランティア活動を行っ
た。 

①SSH NEWS ニュースの内容
の高度化と発行頻度を上げ
ることが必要である。 
 
①参加する科学技術コンテ
ストに偏りがある為、様々
な分野に挑戦する土壌を作
っていく必要がある。 
 
②地域の防災訓練への参加
を検討し、具体的な地域貢
献活動を模索、実践する。 
 
②地域住民による学校支援
ボランティアバンクの再開
について検討する。 

SSH 事業では、地域の
企業・研究所・大学等
と連携して探究活動を
行い、SSH NEWSを作成
するなど、広報活動に
も努めている。また、
近隣の小学校とのコラ
ボレーションや地域清
掃などのボランティア
活動を通じて、生徒の
社会性や地域貢献意識
が育むとともに、保護
者や地域住民とのコミ
ュニケーションを積極
的に行い、信頼関係を
築いている。 

①毎年一定数の生
徒が各種コンテス
トへ参加してい
る。今後、参加者
をより増やしてい
くとともに、成果
を上げられるよう
な支援体制を構築
する必要がある。 
 
②地域の学校関係
者より活動状況を
伺い、地域行事へ
の参画についての
課題を明確化する
ことができた。 
②ＰＴＡと同窓会
の協働ボランティ
ア活動を定例化す
ることに努めた。 
 

①教科の授業や、
部活動と連携し各
種コンテストの周
知を図る。勉強会
を開くことで、参
加を促し、成果に
つなげていく。 
 
②地域の実態を踏
まえ、地域住民と
学校との連携につ
いて検討を進め
る。 
②地域の祭事、防
災訓練等に生徒会
活動としての参加
方法を検討、実践
する。 
 

５ 

学 校 管
理 
学 校 運
営 

①学校ホームページ
の全体構成や内容を
見直し、外部への情
報発信の強化に努
める。特に部活動や
学校行事、ＳＳＨ事
業の情報発信の充
実を図る。 
②広報活動に関わる
生徒の継続的な活動
を支援し、生徒目線
による学校の魅力を
外部に発信する。 
 
③教職員のワークラ
イフバランスを充実さ
せ、心身ともに 健康
で、心にゆとりを持て
るような働き方の改
革をにすすめる。 
 
④教育環境の整備
や施設の老朽化対
策整備を行う。 

①ホームページの全
体的な見直しを行うとと
もに、ＰＴＡ広報紙の一
部を学校ホームペー
ジ上で公開する。 
 
②全公立展、公私合同
説明会、学校説明会で
生徒主体の開催を実
現する。 
 
③働きやすい環境づく
りや ICT を活用した業
務の効率化を進め、教
職員の在校時間を縮
減し、心身ともに健康
で安全・安心な働き方
を追求する。 
 
④教室整備や清掃活
動等における課題を整
理し、適切な教育環境
のあり方について共有
を図る。 
 
④施設の増改築に向
け同窓会と連携し、「ま
なびや基金」の寄付を
できるだけ多く募る。 

①他校のホームページを参考
に、デザインや構成、内容を
変更する。また、ＰＴＡ担当グ
ループと連携を取る、ＰＴＡ広
報委員会の保護者と打ち合わ
せを行う。 

 
②新入生オリエンテーション
で広報タスクフォースの生徒
が活動内容のプレゼンを行
い、４月中に1年生を交えた会
議を開催して広報活動準備を
開始する。 
 
③職員の負担軽減のため、業
務の精選、分担の見直し等を
行い、不要な業務を削減す
る。 
 
④教室内の物品、掲示等の整
理、活用について検討を進め
るとともに適切な清掃活動の
実施に向け、清掃用具の点
検・整備を進める 
 
④「まなびや基金」活用に向
けて教育局行政部財務課と調
整し、必要な手続きを行う。 

①ホームページの見直し
ができたか。ＰＴＡ広報紙
の一部を学校ホームペー
ジで公開できたか。 

 
②年間を通じて生徒たち
が学校説明会等で活躍で
きたか。 
 
③業務の精査、見直しに
よるスリム化により長時間
勤務の職員が少なくなっ
たか。 
 
④教室の環境整備の改善
や清掃活動を支障なく行う
ことができたか。 
 
④「まなびや基金」を活用
した寄付受入れの手続き
ができたか。 

①PTA 広報紙を学校ホームページに掲載し公
開できた。昨年度よりも日常の取り組みの
発信が増えた。 
 
②全公立展、公私合同説明会、学校説明会
において生徒が中心的に関わり学校の魅力
と特色をPRできた。 
 
③会議に向けたペーパレス化やチャットの
効率的活用を行い、業務のスリム化に取り
組んだ。 
 
④日常の清掃活動に加え定期的な大掃除の
実施により適切に環境整備を進めることが
できた。 
 
④ホワイトボードの活用により教室内掲示
が整理され、フロントゼロが徹底されてい
る。 
 
④同窓会と連携し、「まなびや基金」活用に向
けてセミナーホールの改修に向けて取り組ん
だ。 

①ホームページのデザイン
や構成はCMSに全県で統一さ
れているため、自由に変え
られない。発信情報を適切
なページで見られるように
HPの運用に努める。 
②スライド作成や動画製作
ができる生徒が少ないた
め、今後はICTのスキルの高
い生徒の協力を取り付ける
必要がある。 
 
③一層のペーパレス化や ICT
活用による校務処理の簡略
化を図っていく。 
 
④トイレ清掃について業者
委託の回数を増やすことを
検討する。 
 
④学校説明会前清掃が求め
られないよう日常の清掃活
動を工夫する。 
 
④「まなびや基金」の寄付金
の広報活動の強化や効果的
な運用に関して継続的に取り
組む必要がある。 

教職員の業務を精査
し、組織的な学校運営
と校務の効率化を図
り、業務分担の見直し
による業務削減や、時
間外勤務時間の削減な
ど実効性のある働き方
改革に努めている。ま
た、ＨＰをはじめとし
たツールを活用し、学
習環境の円滑な運営及
び学校からの積極的な
情報発信の充実を図
り、透明性も重視して
いる。学校説明会にお
いても、生徒が主体的
に対外的な説明を行っ
ており、生徒・教職員
の一体的な取り組みは
評価できる。 

①PTA との連携も進
み、充実した情報
発信ができた。学
校ホームページお
よび X(旧 twitter)
の発信回数が増え
た。一方で、今後
は情報発信の頻度
を継続的に上げて
いくことが求めら
れる。 
②生徒との連携が
進み、充実した学
校説明会が開催さ
れた一方で、従来
のスライドのデザ
イン変更など内容
のアップデートが
課題である。 
③企画会議、職員
会議、成績会議等
の資料を暗号化や
teams を利用してペ
ーパレス化した。 
④校内美化活動が
生徒の主体的な取
り組みとして日常
化できるよう努め
た。 

①担当者の設置に
よって円滑な業務
推進ができたが、
頻度の底上げが重
要である。リーダ
ーによる進捗確認
を強化したい。 
②継続的に生徒に
よる主体的な広報
を実施するよう指
導していくととも
に、生成 AI の活用
など新しい技術を
用いての新たなス
ライド作成に挑戦
したい。 
 
 
 
④学校美化活動が
生徒の愛校心につ
なげられるような
方策について検討
する。 
④「まなびや基金」
の寄付金の広報活
動に関して継続的に
取り組む必要があ
る。 



 

 


